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人　口／／ 3,426 人
　男　／／ 1,585 人
　女　／／ 1,841 人
世帯数／／ 1,７62 戸

平成27年4月30日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 新しく赴任された先生方のご紹介
　 町のニュース
　 議会だより　Ｖｏｌ.142
　 中学校だより
　 ヘルスメイト ほか　

～入学おめでとうございます～～入学おめでとうございます～



　この春の異動で、山の自然がいっぱいの
馬路小学校より海の自然がいっぱいの加
領郷小学校に転任してきました松井恵子
と申します。
　少ない人数ですが、一人ひとりは元気い
っぱいの加領郷っ子。子どもたちからたく
さんの元気をもらいながら頑張りますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

　このたびの異動により、須崎市立多ノ郷小学校か
ら転任してまいりました宇賀孝篤です。
　自然豊かで歴史と文化に育まれた奈半利町。その
次代を担う子どもたちの成長に関わることができる
ことを大変光栄に思います。自宅は香南市（野市町）
で、こちらの方での勤務は初めてですが、早く地域に
慣れて、学校・家庭・地域のつなぎ役として、奈半利町
のためにがんばっていきたいと思いますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

　このたびの異動により、
東洋町立野根小学校より
赴任してまいりました有澤
です。明るくてやさしい児
童とともに本年度も気持ちよくスタートすることが
できました。子どもたちが快適に学校生活を送るこ
とができ、良さや個性を十分発揮できる環境づくり
に努めながら、健やかな成長の手助けができるよう
全力を尽くしたいと思いますので、地域や保護者の
皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

　４月１日より養護教諭として奈半利小学校に赴任し
てきました、竹村彩です。心豊かで、礼儀正しく生き
生きとした奈半利小学校の児童の学校教育に携わ
ることができ、嬉しく思います。
　子どもたちが安全・安心して学校生活が送れるよ
う、精いっぱいがんばります。よろしくお願いします。

　はじめまして。この春の異動で安芸市の川北小学
校から転任してまいりました池田ひとみです。元気
いっぱいで、いつも生き生きしている奈半利小の子
どもたちに負けないよう一生懸命がんばります。
　いつもにこにこ、けんこうで、○だい好きな色はピン
クの、気持ちは若いおばさんです。どうぞよろしくお
願いいたします。

　本年度は学習支援員として、週５日奈半利小学校
で主に４・５・６年生の算数や国語の支援をしていま
す。チャレンジタイム等も手伝っています。また、“み
んなのおうち”のボランティアもしています。よろしく
お願いします。

　このたび、甲浦小学校から加領郷小学校
に赴任してきました多田俊彦と申します。
　十数年前に奈半利小学校でお世話にな
り、とても良いところだなというイメージが
強い地域の一つです。学習の中に地域の
特色を生かした活動を取り入れていきた
いと思っています。
　児童はとても明るく素直で元気なので、
お手本にさせてもらおうかなと思っていま
す。
　私の思いは、「他ハ　是　吾ニ　不ズ」で
す。
　趣味は、「りょう」と付くことを楽しんでや
っています。海、山、川などで見かけました
ら気軽に声をかけていただければと思い
ます。特に海情報につきましては、関心が
ありますので、よろしくお願いいたします。

校長　有澤　康

教諭　松井　恵子

教諭　多田　俊彦

教頭　宇賀　孝篤

教諭　池田ひとみ

教諭　竹村　彩

支援員　高松　明子

New Face
先生方のご紹介新しく赴任された先生方のご紹介先生方のご紹介新しく赴任された先生方のご紹介先生方のご紹介 任
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　学校事務でお世話になります牛窓奈津美で
す。室戸市の羽根小学校から異動してきました。
学校事務職員として採用されてから随分な年数
がたちますが、中学校経験は2年しかありませ
ん。同じ学校事務でも小学校と中学校では大き
な違いがあり、初めて経験することもたくさんで
戸惑ってばかりの毎日です。年々新しいことが入
りにくくなってきていますが、精いっぱい頑張り
たいと思います。よろしくお願いします。

　室戸市の羽根中学校から転勤してきました。
養護教諭の谷村です。奈半利中は施設設備が整
い、花や緑の木々に囲まれ、恵まれた環境で生活
できることをうれしく思います。隣町に住んでい
ながら、先日のフィールドワークで奈半利町の自
然や文化に初めてふれ、とてもいいところだなと
再発見しました。
　最後の勤務校になったのも何かのご縁、スロ
ーテンポで慣れるまで時間がかかりますが、「誠
実」をモットーに頑張りますのでどうぞよろしく
お願いします。

　平成27年４月より新規採用になりました小
松皓と申します。
　現在地域振興課で、中山間地域の事業、鳥
獣・畜産関係等を担当しています。
　役場での仕事は昨年７月より総務課で臨時
職員として働いていたのですが、そのときか
ら住民の皆様が気軽に何でも話せる職員で
あることを目指していて、今回の採用が決ま
り、新鮮で試行錯誤の繰り返しの毎日を過ごし
ております。
　初めての業務が多く、住民の皆様や周りの
先輩に迷惑をかけることも多いのですが、１日
も早く仕事を覚え、皆様の暮らしをより良いも
のにするために、これからも、日々東奔西走、
切磋琢磨してまいりますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

　清水が丘中学校から転勤してきました。３年生
の副担任で教科は全学年の社会科。部活動は陸
上部です。
　安田町出身でも中芸地区は初めてになりま
す。教師生活も残り少なくなり最後の赴任地だ
と思っています。生徒一人ひとりにはそれぞれ
色々な可能性があります。その可能性を少しで
も見つけ伸ばしていく手助けをしていきたいと
思います。今まで経験したことを生かして少しで
も地域のためになればとの思いで頑張るつもり
です。どうぞよろしくお願いいたします。

　この春の異動で香南市
の香我美中学校より転勤
してまいりました林一英で
す。
　奈半利中学校では、１年生担任、全学年の国語
を担当させていただきます。部活動は卓球部の
顧問です。好きな言葉は「前進、前進、また前進」
です。
　奈半利の子どもたちが自分らしさに自信を持っ
て前進できるよう、全力でサポートしていきます。
地域の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。協
力をよろしくお願いいたします。

　この４月から奈半利町役場住民福祉課に配
属になりました、吉田侑右と申します。
　住民福祉課では住民票や年金などを担当し
ております。
　まだ分からないことも多く、住民の皆様に
はご迷惑をお掛けすることもあるかと思いま
すが、一日も早く住民の皆様の顔、業務を
覚え、お役に立てるよう努力してまいります。
　そして、地元である奈半利町発展のために
精いっぱい頑張りたいと思っていますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

1年生担任　林　一英

住民福祉課　吉田　侑右

地域振興課　小松　皓

3年生副担任　久保田　治

養護教諭　谷村由紀美

学校事務　牛窓奈津美

New FaceNew FaceNew Face
新しく赴任された新しく赴任された先生方のご紹介新しく赴任された新しく赴任された先生方のご紹介新しく赴任された

よろしくお願いいたします

町役場

★
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中学校
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

当
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、

本
年
４
月
１
日
付
で
田
所
大
池
さ
ん

が
新
規
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
を
お
聴
き
す
る
民
間
有
識
者

の
方
で
す
。

　

委
員
は
、①
国
の
仕
事
、②
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事
、③

県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
加
領

郷
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
樋
ノ
口
い
こ
い

の
家
、
法
恩
寺
集
会
所
で
定
期
的
に

開
設
さ
れ
る
相
談
所
な
ど
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
行
政
評
価
事
務
所  

　
　
　
　
　
　
　

行
政
相
談
課 

☎
０
８
８
|
８
２
４
|
４
１
０
０

　

奈
半
利
町
役
場　

総
務
課

☎
０
８
８
７
|
３
８
|
４
０
１
１

　

行
政
相
談
委
員
に
田
所
大
池
さ
ん

　

東
部
博
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
レ
ー

　

中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
の
平
成

26
年
度
高
規
格
救
急
自
動
車
整
備
事

業
に
伴
い
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
高
知
県
本
部（
Ｊ
Ａ
共
済

連
高
知
、
都
築
正
志
本
部
長
）と
Ｊ

Ａ
土
佐
あ
き（
有
澤
敦
實
組
合
長
）よ

り
、
中
芸
消
防
本
部
に
自
動
体
外
式

除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）や
自
動
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
救
急
搬
送
用
の

資
機
材
９
点
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
、
３
月
26
日
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

奈
半
利
町（
南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
）

と
安
田
町
及
び
安
芸
県
税
事
務
所
は
、
３
月
５
日（
木
）に

税
金
の
滞
納
者
に
対
し
て
、
町
内
で
初
の
家
宅
捜
索
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、

税
負
担
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
家
宅
捜
索
や
給

与
・
預
金
等
の
差
し
押

さ
え
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

※
奈
半
利
町
と
安
田
町
、

南
国
・
香
南
・
香
美

租
税
債
権
管
理
機
構

と
は
平
成
27
年
２
月

に
併
任
協
定
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
29
日（
水
・
祝
）に
東
部
博

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
洋
町
を
出

発
し
た
ラ
ン
ナ
ー
が
、
各
市
町
村
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
安
芸
市
ま
で

リ
レ
ー
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

奈
半
利
町
の
区
間
は
加
領
郷

入
り
口
か
ら
田
野
駅
ま
で
、
奈

半
利
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子

ど
も
た
ち
が
つ
と
め
て
く
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
け
が
な
ど
も
な
く
、

元
気
い
っ
ぱ
い
最
後
ま
で
走
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
と
Ｊ
Ａ
土
佐
あ
き
が

中
芸
消
防
本
部
に
救
急
資
機
材
を
寄
贈

税
滞
納
者
宅
を
初
の
合
同
捜
索

　

保
護
者
の
方
を
は
じ
め
、
沿
道
で

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ご
協

力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

差し押さえた物品の一部

新規委嘱された田所さん

おうち文庫に来ませんか？
　おうち文庫では、皆さんに楽しく本を読んでもらうため
に、読み聞かせボランティアさんが、毎週土曜日に紙芝居
や折り紙教室、本の貸し出しなどを行っています。
　開設日▶毎週土曜日　午後２時～午後６時
　場　所▶奈半利町乙1779番地1　みんなのおうち　内
　みんなのおうちに通っていない子どもでも、もちろん大
人の方でも利用することができます。
　ぜひ親子でご来館されて、お子さんに本を読んであげ
てください。
　読書を通して親子の絆をより深めて
いただきたいと思います。
　ご不明な点がありましたら、
奈半利町教育委員会（☎38－8188）まで。
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（日）、奈半利港緑地公園にて、
奈半利町長杯ソフトボール大会が

開催されました。今回は北川村ソフトボール
クラブ、高知銀行、安芸高校普通科、村田
秀翠園、東町、郵便局+α、少年野球父兄、
奈半利町体育会野球部、奈半利町役場の
９チームによるトーナメント戦が行われ、初
参加のチームも、毎年参加となった常連チ
ームも皆楽しく汗を流しました。
　天候が心配されていましたが、前日まで
の雨がうそのように試合当日は快晴に恵ま
れ、皆さんの熱いプレーと応援が印象的で
した。
　当日の準備、片付けにはスポーツ推進委
員や、体育会野球部をはじめ、たくさんの
参加チームの方々のご協力をいただき、ス
ムーズに行うことができました。ありがとう
ございました。

奈半利町長杯
ソフトボール大会開催!!

の３日間にわたって、講師をお招きして
肩こり・腰痛対策ストレッチ教室を開催
しました。肩こりや腰痛にお悩みの方

や、普段からウォーキングをしているが長続きしない、効果が表れな
いといった方などにも参加をしていただき、正しい姿勢の作り方や
歩き方、またどうして肩こりや腰痛が起こるのかといった、身体の仕
組みなどを勉強しながらストレッチを教わりました。
　間違ったウォーキングをして逆に身体を痛めてしまうことや、ちょっ
とした意識で姿勢が良くなり、歩き方や走り方にまで関係してくるこ
と、なかでも講師からの「毎日時間を決めて行うよりも、日常生活の
中で正しい姿勢を意識する回数を増やすことが大事」という言葉
が印象的でした。
　ストレッチは、スポーツ活動を行うにも不可欠なもので、運動能力
を問わずに誰もが気軽に短時間で行うことができるので、今回ご参
加いただいた皆さんには、身体を動かす楽しさをあらためて実感し
ていただけたと思います。この教室で配布したストレッチの資料は
教育委員会にありますので、興味のある方はぜひ、ストレッチから始
めてみてはいかがでしょうか。

平成２６年度
スポーツ教室開催!!

大会結果は次の通りです。

☆優　勝　奈半利町体育会野球部
☆準優勝　安芸高校普通科
☆第３位   東町

イベント
Event 3月

3/8

3/9,16,23
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http://www.nenkin.go.jp 検索

　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対して、
電話・文書・戸別訪問による納付のご案内や免除等の申請手続きのご案
内を民間事業者へ委託しています。

ご案内させていただく民間事業者（南国年金事務所）

株式会社バックスグループ

お問い合わせ先　0120－987－927

＜＜平成27年5月から＞＞

民間事業者は、日本年金機構が発行した納付書により最寄りの金融機関やコンビニエ
ンスストアでお支払いしていただくようご案内します。このため、銀行口座を指定して
ＡＴＭの操作により振り込みをお願いすることはありません。

民間事業者が戸別訪問して保険料をお預かりする場合、顔写真入りの納付督励員証
明書（身分証）を提示し、日本年金機構が発行する納付書をお持ちの方に限り、保険料
をお預かりすることが可能となっています。
※納付書をお持ちでない方から保険料をお預かりすることはありません。

※　その他の地域を担当する民間事業者については、日本年金機構ホームページまたはお近く
の年金事務所でご確認ください。

振り込め詐欺などにご注意！

日本年金機構  で 

国民年金保険料のご案内を
民間委託しています。

お知らせ

《お問い合わせ先》
南国年金事務所国民年金課

℡.088‒864‒1111

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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ご不明な点がありましたら、南国年金事務所までお問い合わせください。

「民間事業者による国民年金保険料のご案内」
なぜ民間事業者へ業務を委託するのですか？　

Q A

A

A

A

A

A

A

年金 ＆

　国民年金保険料のご案内については、「日本年金機構法」により業務の一部を委託できることと
されており、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づき実施しています。この
法律は、従来国等が行ってきた事業に民間事業者の参入機会を広げ、民間事業者の創意工夫やノ
ウハウの活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指すことを目的としているものです。 
　日本年金機構は、事業の民間委託を通じてお客様に年金制度についてのご理解を深めていただ
くとともに、保険料の納め忘れによる低額年金者や無年金者の減少を目指しております。

QQ

民間事業者へどのような業務を委託しているのですか？　
　国民年金保険料の納め忘れのあるお客様に対して、電話や文書、戸別訪問による納付案内と免
除・猶予制度のご案内、戸別訪問による保険料の収納業務、その他口座振替などのご案内を委託し
ております。 

委託先はどのように決めているのですか？
　日本年金機構は、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に従い、公平性や透明
性の確保の観点から「一般競争入札」により委託する民間事業者を決めています。入札には、様々
な業態の民間事業者が参加しています。 

夜間や休日にも電話や訪問があるのですか？
　平日の日中はお仕事や学校等で連絡がつきにくいこともあるため、土日や祝祭日の8：00から
21：00までの時間帯にお電話や訪問をさせていただく場合があります。

名前や生年月日を聞かれることはあるのですか？　

　ご本人様確認のため、基礎年金番号や氏名、生年月日、住所をお伺いしますので、あらかじめご了
承願います。

 民間委託していることをどのように知ることができますか？

　民間委託の内容については、政府が取り組む広報経費の削減の方針もあり、マスメディアを活用
した広報はできませんが、
　①日本年金機構ホームページに全国の各地域を担当する委託事業者の一覧を掲載 　
　②日本年金機構からお送りする国民年金保険料納付書の封筒への記載
　③民間委託をお知らせするチラシを年金事務所に設置
　④市町村広報誌、ホームページへの掲載依頼
などの周知に努めております。

その他のＱ＆Ａは、日本年金機構ホームページに掲載しています。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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■
特
定
健
診
と
は
…

　

こ
の
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
と
そ
の
予
備

群
の
人
を
見
つ
け
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
健
診
で
す
。（
結
果
に
応
じ
て
特

定
保
健
指
導
を
行
い
疾
病
予
防
に
努
め
ま

す
。）

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る　

〜　

歳
の
人

４０

７４

　

※
本
年
度
中
に　

歳
に
到
達
す
る
人
（
昭

４０

和　

年
４
月
１
日
〜
昭
和　

年
３
月　

５０

５１

３１

日
生
ま
れ
の
人
）も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
必
須
検
査
項
目

　

①
問
診

　

②
身
長
・
体
重
・
腹
囲
測
定

　

③
血
圧
測
定

　

④
肝
機
能
検
査

　

⑤
血
中
脂
質
検
査

　

⑥
血
糖
検
査

　

⑦
尿
検
査

　

⑧
視
診
・
聴
診
・
触
診

▼
料
金

・
無
料

▼
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
紫
色
）

▼
受
診
方
法

　

「
集
団
健
診
」、「
個
別
健
診
」
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
人
間
ド
ッ
ク
も
特
定
健
診
受
診
券
が
利

用
で
き
ま
す
。

 

★
よ
り
多
く
の
人
に 

　

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
人

を
対
象
に
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★　

歳
以
上
の
人
へ

７５

　

対
象
者
の
方
へ
、
水
色
の
封
筒
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
康
診
査
の
受
診
券

と
案
内
が
届
き
ま
す
。

★
国
保
以
外
の
保
険
に 

　
　
　
　

加
入
し
て
い
る
人
へ

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
各
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
半
利
町
役
場
住
民
福
祉
課

☎
（　

）
８
１
８
１

３８

　

奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（　

）
３
４
５
１

３８

　
　
　

歳
〜　

歳
の
奈
半
利
町
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

４０

７４

　
　
特
定
健
診
を

　
　
　
　
　
　

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

受
診
券
は
、
集
団
健
診
終
了
後
の
８

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
病
院
受
診
等
で
受
診
券
が
必
要
な
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

個

別 
健 
診　　

　

◆
と　

き

　

希
望
す
る
時
期
に
受
診
で
き
ま
す
。

◆
と
こ
ろ

　

県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
診
で

き
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
受
診
に
際
し
て
は
、

予
約
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
細
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
持
ち
物

　

①
保
険
証　

②
受
診
券

　
　

集 
団 
健 
診　　

　

　

◆
と　

き

　

７
月　

日
（
月
）

２７

　

７
月　

日
（
火
）

２８

　
　

月
６
日
（
日
）
※
午
前
の
み

１２
◆
と
こ
ろ

　

奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
中
芸
５
カ
町
村
ど
こ
の
健
診
会
場

で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
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中芸広域連合　介護サービス課よりお知らせ

みんな知っちゅう？みんな知っちゅう？
いきいき百歳体操！いきいき百歳体操！
みんな知っちゅう？みんな知っちゅう？
いきいき百歳体操！いきいき百歳体操！
みんな知っちゅう？
いきいき百歳体操！

　高知市発祥の「いきいき百歳体操」は、いま全国的にも
その効果が大変注目されています。
　「いきいき百歳体操」は物を持つ、立つ、歩くなど日常
生活で必要とされる動作やそれらに必要な筋力を向上
させる動きを取り入れている体操です。ゆっくりとした
動きの体操（スロートレーニング）なので鍛えようとする筋肉の部位にじっくりと集中して
負荷をかけることができ、筋肉の部位を確実に動かすことができます。またスロー
トレーニングはすべての筋肉をバランスよく鍛えることもできます。
体操を続けることで体力向上につながるなどさまざまな
効果に加え、地域の集会所などで気軽にできるとい
う点でも全国的に注目されています。

ゆっくりとした動
きで誰でもできる

百歳体操の
いいところ

みんなで楽しく
続けてできる

椅子とテレビが
あればどこでも

できる

おもりを使えば
自分にあった負
荷がかけられる

中芸広域連合
介護サービス課（田野町役場東隣） Tel.32－1165お問い合わせ先
地域包括支援センター Tel.32－1244

A

Q 百歳体操って
誰でもできるの？

筋力向上

柔軟性・
バランス
能力向上

持久力向上

　医師から運動の制限を受けていない方であれば誰でもできる体操です。
　また「百歳近い高齢者がする体操」と決まっているわけでもありません。
　運動不足の40代50代の方が行っても十分効果のある体操です。

＊地域での介護予防活動に興味のある方は地域包括支援センターまでお問い合わせください。

＊中芸地区では各集会所などで
　百歳体操に取り組んでいます。
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中芸観光協議会だより
　TEL　0887-38-3306　FAX　0887-38-3307
　HP　http://www.chugeikanko.com/ 
　E-mail chugeikanko@gol.com

●奈半利町海浜センター「海辺の自然学校」
　シーカヤック・シュノーケリング体験／4月1日（水）～10月末
●奈半利町…奈半利ちびっこトライアスロン／7月26日（日）
　　　　　　奈半利町町並み散策　通年　※要予約
●田野町…妖怪ウォッチ上映[場所:田野町ふれあいセンター]／6月21日（日）
●安田町…ダイワアユマスターズ四国地区予選（安田川）／6月21日（日）
　　　　　しゃも闘鶏（～6月最終日曜日までの毎週日曜日）／

6月28日（日）千秋楽
　　　　　唐浜駅まつり／7月上旬
●北川村…きたがわマルシェ(直販市） [場所:高知信用金庫奈半利支店東側] ／

6月14日（日）　
　　　　　収蔵資料展示[場所:中岡慎太郎館]／4月29日（水・祝）～6月29日（月）
●北川村「モネの庭」マルモッタン
　フラワーパレット～夏の章～睡蓮フェスタ／6月1日（月）～8月31日（月）
　モネの庭のトンボ観察会／6月20日（土）・7月25日（土）
●馬路村…うまじ温泉6月は毎週水曜バラ風呂開催
　　　　　魚梁瀬ケロケロ祭／6月27日（土）
　　　　　フェスティバル魚梁瀬／7月18日（土）
　　　　　ごっくん夏祭り　7月25日（土）26日（日）

2015年5月発行

第 1 号
中芸観光協議会　会長

林田　千秋

月

月

7

◆

中
芸
地
域
内
◆

イ
ベ
ン
ト
情
報

6

魚梁瀬森林鉄道　アート＆ライブ魚梁瀬森林鉄道　アート＆ライブ魚梁瀬森林鉄道　アート＆ライブ

中芸エリア パビリオン
5月10日（日）～6月22日（月）

中芸の特産品を集めた物販コーナーや食フェア参加店舗を詳しくご紹介。
■中芸食フェア紹介・特産品販売月間

7月18日（土）～12月6日（日）
魚梁瀬森林鉄道が走っていた様子を再現したジオラマを展示。

■魚梁瀬森林鉄道ジオラマ展

　森林鉄道の遺構やそれにまつわる場所を会場にライブコンサートやキャンドルアート展を開催します。

■ 6月20日（土）　14：00～16：00
　　出演：ザッハトルテ（アコーディオン・ギター・チェロ）　　会場：馬路村河口隧道
■ 7月18日（土）　16：00～17：00
　　出演：クロパンクロポン（アコーディオン・ギター他）　会場：馬路村魚梁瀬丸山公園
■ 8月8日（土）　　18：00～20：00
　　出演：坂野志麻（アコーディオン）×藤岡さわ（キャンドルアート）　会場：北川村小島橋
■ 9月26日（土）　14：00～16：00
　　出演：Biscotti（ボーカル・ギター他）　　会場：北川村加茂隧道
■ 10月17日（土）　18：00～20：00
　　出演：KYAS（ウクレレ）×藤岡さわ（キャンドルアート）　会場：安田町エヤ隧道

上記2つとも　場所：北川村「モネの庭」マルモッタン　　入園料が必要となります。
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平成27年度当初予算可決
　一般会計歳入歳出総額

30億8，200万円
（前年度比　14.5％増）

　

　総務費（情報通信基盤整備､選挙等） 5億6,733万円
　民生費（保健､高齢者､障害者､児童等各福祉費等） 5億7,460万円
　衛生費（保健衛生、環境衛生、清掃費） 2億3,803万円
　農林水産業費（一次産業振興費等） 1億2,433万円
　商工費（観光振興費等） 2,817万円
　土木費（港湾改修、高潮対策、住宅リフォーム支援等） 4億2,995万円
　消防費（耐震改修･老朽住宅除却補助、消防・救急費等） 1億6,786万円
　教育費（学校・教育振興、社会教育･子育て支援等） 2億0,801万円
　災害復旧費（農林施設災害、公共土木災害） 7,261万円
　その他（議会費､公債費、基金費等） 6億7,111万円

VOL.142

平成26年度　補正予算
一般会計　総務費、消防費、災害復旧費等を追加

採決結果予算総額補正予算額既定予算額会　計　名

賛成者多数35億9,107万円1,323万円35億7,784万円一 般 会 計

賛成者全員5億8,686万円193万円5億8,493万円国民健康保険特

別

会

計

賛成者全員1億3,495万円△1,511万円1億5,006万円簡 易 水 道

賛成者全員1,070万円△125万円1,195万円漁業集落排水

賛成者全員5,716万円△2万円5,718万円後期高齢者医療

43億8,074万円△122万円43億8,196万円計

採決結果増減額前年度当初当初予算額会　　計　　名

賛成者多数3億9,000万円26億9,200万円30億8,200万円一 般 会 計

賛成者全員7,295万円5億7,972万円6億5,267万円国民健康保険特

別

会

計

賛成者全員△1,082万円1億4,487万円1億3,405万円簡 易 水 道

賛成者全員1万円1,100万円1,101万円漁業集落排水

賛成者全員△169万円5,750万円5,581万円後期高齢者医療

4億5,045万円34億8,509万円39億3,554万円計

平成27年度各会計当初予算　

平成26年度各会計予算
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○
加
工
施
設
建
設

　

高
知
県
及
び
町
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
土
佐
あ
き
農
業
協
同
組
合

が
、
本
年
１
月　

日
に
加
工
場
改
修

１０

工
事
に
着
手
、「
奈
半
利
味
噌
」
の
安

定
的
な
生
産
・
販
売
や
イ
チ
ジ
ク

ジ
ャ
ム
の
加
工
な
ど
を
行
え
る
施
設

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
加
工
グ

ル
ー
プ
の
組
織
づ
く
り
や
地
域
の
雇

用
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

来
年
度
、
加
領
郷
漁
港
敷
地
内
に

水
産
物
加
工
場
施
設
を
、
ま
た
、
奈

半
利
駅
構
内
へ
は
特
産
品
加
工
施
設

の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。直
販
・
加

工
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

事
業
と
題
し
、
今
後
の
加
工
場
運
営

に
対
す
る
商
品
開
発
や
建
設
計
画
に

つ
い
て
地
域
の
人
と
加
工
場
建
設
に

向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、
人

材
育
成
を
メ
イ
ン
に
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

　

加
領
郷
加
工
販
売
所
建
設
に
つ
い

て
は
、
加
領
郷
漁
協
女
性
部
を
中
心

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
加

領
郷
地
域
の
伝
統
や
食
材
、
風
習
に

至
る
ま
で
洗
い
出
し
を
行
い
、
ま
る

ご
と
加
領
郷
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
商
品
づ
く
り
や
施
設
整
備
、

運
営
の
た
め
の
組
織
作
り
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

特
産
品
加
工
販
売
所
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
活
動
グ
ル
ー
プ
を
中
心

と
し
た
多
く
の
住
民
を
巻
き
込
み
な

が
ら
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
奈
半
利
町

の
地
域
力
強
化
を
行
い
、
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

○
奈
半
利
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
策
定

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生

し
た
場
合
に
国
家
の
危
機
管
理
と
し

て
対
応
す
る
た
め
、平
成　

年
５
月
、

２４

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
」が
制
定
さ
れ
、政
府
行
動

計
画
・
高
知
県
行
動
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。市
町
村
も
同
法
第
８
条
で
行

動
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
さ
れ
、

奈
半
利
町
に
お
い
て
も
政
府
及
び
県

行
動
計
画
並
び
に
政
府
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
案
を
作
成
、今
年
１
月

に「
奈
半
利
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

中
芸
広
域
連
合
で
の
取
り
組
み

○
消
防
・
救
急
業
務

　

消
防
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
完

成
に
向
け
外
構
工
事
や
内
装
の
仕
上

げ
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
に
つ
い
て
は
、
機
器
設
置

の
最
終
段
階
で
あ
り
、
無
線
装
置
の

試
験
運
転
を
実
施
し
、
最
終
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　

消
防
業
務
は
１
月
末
現
在
の
管
内

に
お
け
る
火
災
は
４
件
、
前
年
度
同

期
に
比
べ
２
件
の
減
。

　

救
急
業
務
は
、
１
月
末
現
在
の
出

動
件
数
５
７
０
件
、
搬
送
人
員
５
５

８
人
で
、
前
年
同
期
に
比
べ　

件
、

５５

　

人
の
減
。　

３４○
介
護
保
険
業
務

　

平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
の
「
第

２４

５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
運
営

状
況
は
、
１
月
末
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
者
数
は
８
５
６
人
、　

月
末
の

１２

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
４
３
０

人
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
は　

人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

８１

数
は
１
７
６
人
。給
付
費
の
状
況
は
、

月
平
均
１
０
３
、
１
０
７
千
円
で
推

移
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
対
前
年

度
比
３
・
３
％
増
。

　

予
防
給
付
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
に
つ
い
て
は
、
１
月
末
現
在
で

要
支
援
認
定
者
１
６
６
人
、
う
ち
介

護
予
防
支
援
計
画
作
成
件
数　

件
。

８０

　

ま
た
、本
年
度
は
、
平
成　

年
度
か

２７

ら
の
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
年
度
で
あ
り
、
前
期
の
目
標
数

値
に
対
す
る
実
績
の
評
価
と
分
析
を

行
っ
た
う
え
、
３
年
間
の
介
護
保
険

事
業
・
介
護
予
防
事
業
等
の
指
針
と

な
る
計
画
の
作
成
を
考
え
て
い
る
。

○
広
域
観
光
業
務

　

中
芸
食
フ
ェ
ア
は
、
本
年
度
、
域

内
の
飲
食
店
の
方
（　

店
舗
）
と
と

２８

も
に
東
部
博
に
向
け
開
発
し
た
季
節

メ
ニ
ュ
ー
や
野
菜
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
も
と
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
東
部

博
中
芸
推
進
委
員
会
で
、
コ
ア
イ
ベ

ン
ト
や
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
開
催
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

○
そ
の
他

　

保
健
福
祉
、
火
葬
場
の
広
域
行
政

に
係
る
各
業
務
の
取
り
組
み
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。

　３月定例会は、３月６日に開会、町長からの行政報告の後、人事案件３件、条例案件１０件、

契約案件２件、予算案件１０件、その他の案件３件を原案どおり承認、可決、１１日に閉会した。

　一般質問には４人が登壇し、生活困窮者自立支援制度、災害復旧状況、防災対策、学校教

育などについて執行者の考えを 質 した。
ただ

●平成27年　第1回定例会（3月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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◆
条　

例

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、教
育
長
を
常
勤
の
特
別
職
職
員

と
し
、教
育
長
の
給
与
、勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
、常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末

手
当
を　

カ
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

０.１

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
及

び
職
務
専
念
義
務
の
特
例
に
関
す

る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る
義

務
の
特
例
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。

 

　
　

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

　
　

案　
　

件　

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
教
育
委
員
会
と
国
の
定
め
る
要

綱
に
基
づ
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
奈
半
利
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、必
要
な
事
項
を
改
正
す
る
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
議
会
の
議
員
に
対
す
る
期
末
手
当

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

議
会
の
議
員
に
対
す
る
期
末
手
当

を　

カ
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

０.１

 

（
可
決
・
賛
成
者
多
数
）

○
奈
半
利
町
立
認
定
こ
ど
も
園
の
設

置
及
び
管
理
条
例

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
認
定

こ
ど
も
園
な
は
り
の
設
置
及
び
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
多
数
）

　
　

質　

疑　
　

問　

保
育
料
は
内
閣
総
理
大
臣
が
定

め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

保
育
料
の
上
限
額
は
現
在
と
変

わ
ら
ず
、
所
得
階
層
の
区
切
り
が
変

わ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
保
護
者

の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、

定
額
の
設
定
を
考
え
て
い
る
。

問　

入
園
資
格
で
、
そ
の
他
特
に
町

長
が
必
要
と
認
め
る
者
と
は
ど
う
い

う
場
合
か
。

答　

短
期
間
の
里
帰
り
、
他
町
村
か

ら
当
町
に
仕
事
に
来
て
い
る
方
で
当

町
で
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い
場
合
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
。

○
奈
半
利
町
幼
稚
園
・
学
校
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

　

奈
半
利
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
設
置
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の

設
置
に
関
す
る
条
例
を
削
除
す
る
も

の
。

○
奈
半
利
町
分
担
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

　

奈
半
利
町
が
行
う
土
木
そ
の
他
建

設
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た

め
徴
収
す
る
分
担
金
の
徴
収
割
合
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

○
奈
半
利
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
奈
半
利
町
行
政
手
続
条
例
に
関

連
す
る
事
項
を
改
正
す
る
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
奈
半
利
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、必
要
な
事
項
を
改
正
す
る
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

◆
契　

約

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
８
月　

日
議
決
の
平
成

２６

１５

　

年
度
本
村
簡
易
水
道
送
・
配
水
管

２６布
設
替
工
事
（
１
工
区
）
に
つ
い
て
、

工
事
で
使
用
す
る
資
材
に
増
減
が
生

じ
た
た
め
、
請
負
金
額
の
変
更
を
行

う
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
多
数
）

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
９
月　

日
議
決
の
平
成

２６

１６

　

年
度
奈
半
利
町
４
号
津
波
避
難
タ

２５ワ
ー
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

に
つ
い
て
、
防
護
ネ
ッ
ト
等
を
設
置

す
る
た
め
、
請
負
金
額
の
変
更
を
行

う
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
多
数
）

◆
指
定
管
理

○
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ご
め
ん
・
な

は
り
線
奈
半
利
駅
舎
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
ご
め
ん
・
な

は
り
線
奈
半
利
駅
舎
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、
な
は
り
観
光
文
化
協
会
を

指
定
す
る
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

◆
規　

約

○
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

議
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
当
該
組
合
規
約
の
一
部
を
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変
更
す
る
も
の
。

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

◆
人　

事

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て

３
氏
が
推
薦
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
３
氏
と
も
適

任
と
さ
れ
た
。

煙
奈
半
利
町　

乙

　

伊　

藤　
　

智　
　

氏

 

昭
和　

年
６
月　

日
生

２９

２８

煙
奈
半
利
町　

乙

　

濱　

中　

芳　

久　

氏

 

昭
和　

年
２
月　

日
生

２６

２０

煙
奈
半
利
町　

乙

　

久　

保　

久
美
子　

氏

 

昭
和　

年
７
月　

日
生

２７

２９

 

（
適
任
・
賛
成
者
全
員
）

◆
そ
の
他

○
奈
半
利
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　

新
た
に
整
備
す
る
路
線
を
道
路
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
道
と
認
定
す

る
も
の
。

 

（
認
定
・
賛
成
者
全
員
）

 
○
平
成　

年
第
１
回
定
例
会
会
期
に

２７

つ
い
て
（
３
月
３
日
）

　

総
務
課
長
よ
り
定
例
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
協
議
を

行
っ
た
。

　

諮
問
案
件
３
件
、
条
例
案
件　
１０

件
、
予
算
案
件　

件
、
契
約
案
件
２

１０

件
、
そ
の
他
の
案
件
３
件
、
一
般
質

問
通
告
４
件
の
審
議
等
を
行
う
た
め

の
会
期
を
３
月
６
日
か
ら　

日
と
決

１２

し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会

 
○
１
月　

日　

避
難
タ
ワ
ー
及
び
防

２０

潮
堤
の
現
地
視
察

　

本
年
度
建
設
工
事
中
の
地
震
防
災

施
設
及
び
地
震
防
災
に
関
連
す
る
施

設
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

　

第
４
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー　

（１）
　

構
造
：
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｈ
＝
８
・
５
ｍ

（
地
盤
高
４
・
７
ｍ
）、
Ｓ
＝
１
５
０

㎡
（
収
容
人
員
１
５
０
人
）

　

総
事
業
費　

６
２
６
０
万
円
、
工

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

期　

平
成　

年
９
月　

日
〜
平
成　

２６

１６

２７

年
３
月　

日
２０

　

防
潮
堤
（
奈
半
利
港
海
岸
高
潮
対
策
）

（２）
　

①
工
事
番
号
：
港
高
潮　

第
２
―

７
号　

Ｌ
＝　

ｍ
、
Ｖ
＝
９
０

７２

７
㎥　

事
業
費　

６
６
３
１
万

円
、
工
期　

平
成　

年
９
月
２

２６

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２７

１０

　

②
工
事
番
号
：
港
高
潮　

第
９
０

２
―
２
号　

Ｌ
＝　

ｍ
、
Ｖ
＝

６６

８
３
１
㎥　

事
業
費　

６
１
７

８
万
円
、
工
期　

平
成　

年
９

２６

月　

日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２７

２７

１６

○
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
の
審
査
（
３
月　

日
）

１０

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
３
月
９

日
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第　

号
「
平

２４

成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計
の
当

２７
初
予
算
」
に
つ
い
て
地
域
振
興
常
任

委
員
会
と
連
合
審
査
を
開
催
、
そ
の

結
果
を
基
に
協
議
・
審
査
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
し
た
。　

▲第４号避難タワー

▲防潮堤工事の様子
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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法 

当
町
の
役
割
、今
後
の
対
応
は

問　

現
在
、
稼
働
年
齢
層
を
含
む
生
活

保
護
受
給
者
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
や
、
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
世
帯
な
ど
、
生
活
困
窮
に

至
る
リ
ス
ク
の
高
い
層
が
増
加
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
生
活
困
窮
者
の
自

立
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
生

活
保
護
制
度
の
自
立
助
長
機
能
の
強
化

に
加
え
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

に
あ
る
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
、
い

わ
ゆ
る
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
が
必
要
と
さ
れ

る
た
め
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

（
平
成　

年
法
律
第
１
０
５
号
）
が
平

２５

成　

年　

月　

日
に
成
立
し
、
厚
生
労

２５

１２

１３

働
省
に
お
い
て
平
成　

年
４
月
１
日
か

２７

ら
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
わ
け
だ
が
、
７
項
目
に
わ

た
る
支
援
制
度
の
施
行
に
当
た
り
、
都

道
府
県
に
お
い
て
は
福
祉
関
係
・
商
工

労
働
関
係
・
住
宅
関
係
・
教
育
関
係
・
税
・

保
険
関
係
等
各
部
局
と
の
連
携
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る

が
、
当
町
と
し
て
の
役
割
や
各
専
門
機

関
と
の
連
携
等
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

関
係
機
関
の
連
携
や
制
度
の
あ
り
方
を

見
極
め
つ
つ
事
業
を
進
め
た
い

答　

濱
内
住
民
福
祉
課
長

　

支
援
制
度
施
行
に
当
た
り
、
事
業
を

効
率
よ
く
、
効
果
の
あ
る
推
進
を
行
う

た
め
に
も
、
ま
た
税
・
住
宅
家
賃
や
水

道
料
な
ど
公
共
料
金
の
滞
納
者
、
精
神

疾
患
・
知
的
・
身
体
・
発
達
の
障
が
い
の

あ
る
方
、
引
き
こ
も
り
状
態
、
国
保
の

資
格
者
証
・
短
期
者
証
の
方
、
学
校
給

食
費
・
保
育
料
・
授
業
料
の
滞
納
者
な
ど

対
象
者
の
把
握
に
お
い
て
も
、
庁
舎
内

で
の
連
携
体
制
も
構
築
す
る
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
行
政
が

担
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し

た
法
律
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
、
今
後
も
各
課
が
共
に
協
力
し
、
生

活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
安
芸
郡
町
村
及
び
関
係
機
関

と
の
連
携
に
一
層
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
事
業
の
進
め
方
等
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
図
り
な
が
ら

制
度
の
あ
り
方
、
連
携
の
進
め
方
を
見

極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

自
立
相
談
支
援
事
業
・
就
労
訓
練
事

業
・
就
労
準
備
支
援
事
業
は
既
に
始

ま
っ
て
い
る
事
業
で
、
一
時
生
活
支
援

事
業
・
家
計
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
福
祉
事
務
所
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
未

定
で
あ
る
。
学
習
等
支
援
事
業
は
福
祉

事
務
所
が
事
業
主
体
に
な
り
、
教
育
委

員
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
具
体
的
な
方

法
は
決
ま
っ
て
な
い
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
。
生
活
保
護
と
生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
制
度
は
確
か
に
重
複
す
る
部

分
が
あ
る
。
子
ど
も
の
貧
困
や
生
活
困

窮
に
至
る
事
情
は
、
単
に
経
済
的
な
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
の
こ
と
・
介

護
の
こ
と
・
家
族
の
健
康
状
態
等
、
い

ろ
い
ろ
な
要
素
が
重
な
り
、
発
生
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い

く
。
最
終
的
に
は
経
済
的
な
も
の
に
影

響
し
て
生
活
保
護
と
い
う
こ
と
に
は
な

る
が
、
そ
の
前
の
段
階
で
、
引
き
こ
も

り
な
ど
の
、
将
来
確
実
に
生
活
困
窮
者

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
方
も
対

象
と
し
て
い
る
。
健
康
の
こ
と
に
関
し

て
も
保
健
師
や
い
ろ
い
ろ
な
保
健
の
部

署
で
関
わ
っ
て
い
る
が
、
重
層
的
に

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
か
け
て
、
制
度

の
狭
間
を
埋
め
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

こ
の
制
度
の
目
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

放
課
後
学
習
支
援
活
動
を

進
め
る
予
定

答　

竹
﨑
教
育
長

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
中
の
学

習
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮

家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
と
い

う
こ
と
だ
が
、
さ
び
分
け
は
難
し
い
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
と
い
う

と
こ
ろ
で
解
釈
し
て
、
事
業
主
体
の
福

祉
保
健
所
と
し
て
協
力
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
定
し
て
い

な
い
が
、来
年
度
、
奈
半
利
小
学
校
で
放

課
後
の
学
習
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
学
習

支
援
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

岩内　　博　議員
生活困窮者自立支援制度に
ついて問う
事業のあり方を見極めつつ進めたい／住民福祉課長

▲生活困窮・子どもたちの教育への影響も
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問　

県
は
２
月　

日
、
南
海
ト
ラ
フ
地

２２

震
に
備
え
「
道
路
啓
開
計
画
」
案
を
ま

と
め
た
。

　

道
路
啓
開
と
は
、
が
れ
き
除
去
や
損

傷
箇
所
の
暫
定
的
な
補
修
な
ど
で
、
寸

断
さ
れ
た
救
助
ル
ー
ト
を
早
期
に
通
行

可
能
に
す
る
措
置
を
言
う
。

　

本
県
の
計
画
案
は
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
や
津
波
を
想
定
し
て
作
成
。
各
地
域

に
設
け
ら
れ
る
総
合
防
災
拠
点
や
避
難

所
な
ど
を
結
ぶ
主
要
な
ル
ー
ト
の
う

ち
、
３
分
の
１
強
が
斜
面
の
崩
落
や
津

波
に
よ
る
浸
水
な
ど
で
３
日
以
内
の
仮

復
旧
が
見
込
め
な
い
状
況
と
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
救
助
ル
ー
ト

を
検
証
し
、
通
行
ま
で
に
３
〜
８
日
以

上
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
奈
半
利

町
も
最
低
３
日
間
の
食
料
備
蓄
な
ど
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
地
震
の
発
生

時
、
救
助
ル
ー
ト
を
早
期
に
通
行
す
る

に
は
、
復
旧
に
当
た
る
建
設
業
者
の
対

応
が
最
大
限
必
要
で
あ
り
、
町
内
の
重

機
の
有
効
活
用
が
鍵
を
握
る
が
、
建
設

業
者
と
の
取
り
組
み
を
考
え
る
べ
き
だ

が
、
そ
の
対
策
を
取
り
、
話
を
進
め
る

考
え
は
。

①
奈
半
利
町
の
現
在
の
備
蓄
状
況
を
聞

く
。

②
０
歳
か
ら
１
歳
ま
で
の
乳
幼
児
の
粉

ミ
ル
ク
は
１
０
０
％
の
備
蓄
を
確
保

し
、
保
持
す
る
こ
と
。

③
町
内
の
園
児
や
児
童
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
、
備
蓄
、
食
料
の
保
持
す
る
対

策
を
問
う
。

④
長
谷
川
の
山
津
波
な
ど
を
想
定
し
、

最
小
限
に
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め

に
も
町
内
各
建
設
会
社
の
重
機
へ
の

早
い
要
請
が
必
要
と
考
え
建
設
会
社

の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ｌ
１
ク
ラ
ス
地
震
を　
　

想
定
し
て
い
る

答　

太
田
総
務
課
長

　

①
当
町
に
お
け
る
備
蓄
計
画
は
国
・

県
か
ら
示
さ
れ
た
指
針
に
基
づ
き
、
発

生
頻
度
の
高
い
Ｌ
１
ク
ラ
ス
の
地
震
津

波
を
想
定
し
、
避
難
者
１
人
当
た
り
１

日
相
当
分
の
必
要
な
食
料
・
飲
料
水
等

の
備
蓄
品
の
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
Ｌ
１
に
よ
る
１
日
相
当
分
の
食
料

は
２
３
７
６
食
が
必
要
、
飲
料
水
は
１

９
８
０
リ
ッ
ト
ル
が
必
要
に
な
る
。
そ

れ
に
対
し
て
現
在
２
８
２
４
食
分
を
備

蓄
し
て
い
る
の
で
、
必
要
量
は
確
保
で

き
て
い
る
。
飲
料
水
の
備
蓄
量
は
１
２

８
０
リ
ッ
ト
ル
で
、
現
在
の
所
７
０
０

リ
ッ
ト
ル
不
足
し
て
い
る
が
今
年
度
中

に
４
９
０
リ
ッ
ト
ル
購
入
予
定
で
、
来

年
度
中
に
は
必
要
量
を
確
保
で
き
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
Ｌ
２
ク

ラ
ス
（
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
）
の
地
震
・

津
波
を
想
定
し
た
備
蓄
計
画
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

②
現
在
、
粉
ミ
ル
ク
を
必
要
と
す
る

乳
幼
児
数
が
約　

人
と
思
わ
れ
る
が
、

４０

現
在
備
蓄
は
で
き
て
い
な
い
。
本
年
度

中
に
必
要
量
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
た

い
。

　

③
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
食
料
品
に
つ

い
て
は
現
在
５
０
０
食
分
を
確
保
し
て

い
る
。
現
在
、
把
握
で
き
て
い
る
町
内

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
用
食
料
品
が
必
要

な
園
児
・
児
童
数
が　

人
と
聞
い
て
い

１５

る
の
で
、
必
要
量
に
つ
い
て
は
確
保
で

き
て
い
る
。

　

④
平
成　

年　

月
に
建
設
業
・
水
道

２３

１０

業
・
造
園
業
な
ど
の
町
内　

業
者
と
災

１０

害
時
の
応
急
対
策
活
動
協
力
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
協
定

は
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
、

長
谷
川
を
は
じ
め
、
奈
半
利
町
内
に
お

い
て
発
生
し
た
場
合
、
町
が
各
業
者
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
・
復
旧
・
災
害
廃

棄
物
の
除
去
及
び
搬
送
・
応
急
対
策
活

動
に
必
要
な
敷
材
及
び
物
資
の
搬
送
等

を
要
請
す
る
も
の
で
、
各
業
者
が
そ
れ

に
協
力
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
業
者
に

は
大
型
重
機
等
を
浸
水
区
域
外
に
保
管

す
る
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｌ
２
地
震
に
向
け
て　
　

取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　

齊
藤
町
長

　

備
蓄
品
を
確
保
し
、
今
後
は
Ｌ
２
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

建
設
業
者
と
の
協
定
は
、
何
か
異
論

が
な
い
場
合
は
、
継
続
す
る
も
の
と
す

る
協
定
で
、
業
者
間
と
の
連
携
を
密
に

日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
お
く
と
い
う
こ

と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

防
災
部
局
と　
　
　
　
　

協
議
し
て
い
く

答　

竹
﨑
教
育
長

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
に
つ
い
て
の
把
握
は
し

て
お
り
、
防
災
担
当
部
局
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
対
応
を
し

て
い
け
ば
い
い
か
協
議
し
て
い
き
た

い
。

中川　和明　議員
地震発生時における対策
について問う
今後Ｌ２クラス地震に向け取り組む／町長
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復
旧
の
状
況
と
見
通
し
は

問　

先
の
台
風　

号
で
奈
半
利
川
は
危

１１

険
水
位
を
オ
ー
バ
ー
す
る
危
険
な
状
況

だ
っ
た
し
、
施
設
園
芸
は
施
設
が
崩
壊

や
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
て
は
ぎ
取
ら
れ
る

な
ど
大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。
ま
た
宇

川
地
区
に
流
れ
る
須
川
川
の
氾
濫
に
よ

り
道
路
が
崩
壊
し
、
集
落
一
帯
が
孤
立

し
た
。
護
岸
が
数
多
く
決
壊
し
、
田
ん

ぼ
も
耕
作
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

平
地
区
で
は
飲
料
水
の
取
り
入
れ
口

が
流
さ
れ
断
水
と
な
る
な
ど
大
き
な
被

害
と
な
っ
た
。
役
場
の
職
員
の
皆
さ
ん

も
普
及
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
と
考
え
る
。
早
々
と
田
ん
ぼ

も
始
ま
り
、
梅
雨
も
近
づ
い
て
き
た

が
、
災
害
復
旧
の
状
況
と
見
通
し
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

１
日
も
早
い
全
体
復
旧
を

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

平
成　

年
８
月
に
襲
来
し
た
台
風　

２６

１１

号
は
通
過
速
度
が
遅
く
、
ま
た
風
雨
共

に
強
く
、
近
年
に
な
い
台
風
で
８
月
８

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
時
間
最
大
雨

１０

量　

・
５
ミ
リ
、　

時
間
雨
量
２
６
５
・

２８

２４

５
ミ
リ
、
連
続
雨
量
３
３
１
ミ
リ
を
記

録
し
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し
た
。

　

水
道
施
設
で
は
平
飲
料
水
供
給
施
設

の
取
水
施
設
が
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
流

出
し
、
断
水
と
な
り
、
宇
川
飲
料
水
供

給
施
設
の
配
水
管
と
連
結
す
る
こ
と
に

よ
り
平
地
区
に
給
水
を
仮
復
旧
し
た
。

そ
の
後
、
平
成　

年　

月
５
日
に
復
旧

２６

１２

工
事
を
発
注
し
、
平
成　

年
２
月　

日

２７

１３

に
復
旧
工
事
が
完
成
。

　

公
共
土
木
施
設
災
害
で
河
川
４
箇

所
、
道
路
５
箇
所
、
林
道
施
設
災
害
１

箇
所
、
農
業
用
施
設
災
害
で
農
道
１
箇

所
、
頭
首
工
１
箇
所
、
水
路
２
箇
所
、

農
地
災
害
１
箇
所
の
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
耕
作
に
際
し
て
の
水
路
の
仮
設

工
事
等
を
現
在
ま
で
に
行
っ
て
い
る
。

　

県
工
事
で
あ
る
須
川
川
護
岸
の
工
事

に
つ
い
て
は
不
落
と
な
っ
た
た
め
、
急

き
ょ
、
町
に
お
い
て
河
川
内
の
土
砂
を

除
く
等
の
応
急
工
事
を
県
の
許
可
を
得

て
実
施
。
特
に
宇
川
地
区
は
須
川
川
河

川
災
害
な
ど
多
く
の
災
害
の
発
生
に
よ

り
住
民
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
結
果

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
仮
設
道
や
仮
設

橋
な
ど
の
応
急
工
事
を
実
施
、
通
行
を

可
能
と
し
て
い
る
。

　

補
助
災
害
復
旧
事
業
の
林
道
災
害

は
、
平
成　

年　

月
６
日
、
公
共
土
木

２６

１１

施
設
災
害
は
平
成　

年　

月　

日
、
農

２６

１１

２１

地
農
業
用
施
設
災
害
は
平
成　

年　

月

２６

１１

　

日
に
災
害
査
定
の
決
定
を
受
け
た
。

２８
　

町
道
宇
川
線
道
路
災
害
１
箇
所
、
竹

ケ
谷
川
河
川
災
害
、
宇
川
地
区
頭
首

工
、
宇
川
地
区
水
路
１
箇
所
の
計
４
箇

所
を
平
成　

年
３
月
に
、
平
花
田
線
道

２７

路
災
害
、
佐
古
谷
川
河
川
災
害
、
改
谷

川
河
川
災
害
、
農
地
災
害
、
林
道
災
害

を
平
成　

年
４
月
に
発
注
を
予
定
し
て

２７

い
る
。
高
知
県
の
管
理
河
川
で
あ
る
須

川
川
護
岸
の
災
害
復
旧
工
事
も
併
せ

て
、
復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
か
ら
関
係

機
関
と
協
議
し
、
復
旧
を
予
定
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
台
風
に
よ
り
被
災
を
受
け
た

施
設
園
芸
農
家
に
対
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
奈

半
利
支
所
と
連
携
を
図
り
、
聞
き
取
り

調
査
を
し
、
高
知
県
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス

整
備
事
業
及
び
高
知
県
経
営
体
育
成
支

援
事
業
を
活
用
し
た
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス

の
整
備
並
び
に
被
覆
資
材
等
の
復
旧
の

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
復
旧
関
連
レ
ン

タ
ル
ハ
ウ
ス
の
整
備
は　

月
末
に
完
了

１２

し
、
被
覆
資
材
等
の
復
旧
も
順
次
終
了

し
て
い
る
。

　

水
産
施
設
で
は
奈
半
利
漁
協
荷
捌
施

設
の
屋
根
、
壁
の
ス
レ
ー
ト
部
分
、
製

氷
施
設
の
樋
部
分
、
漁
具
倉
庫
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
・
屋
根
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ

破
壊
し
た
こ
と
を
受
け
、
災
害
復
旧
修

繕
工
事
を
平
成　

年　

月
２
日
に
発
注

２６

１０

し
、
平
成　

年
１
月
６
日
に
復
旧
工
事

２７

を
完
成
し
て
い
る
。
多
く
の
被
災
箇
所

は
あ
る
が
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
予
算
の
確
保
に
努
め
、
１
日
も
早

い
全
体
復
旧
を
目
指
し
て
い
る
。

　

農
業
面
で
用
水
路
に
つ
い
て
は
、
仮

設
水
路
を
設
置
。
田
ん
ぼ
に
は
大
量
の

水
が
必
要
と
の
要
望
も
あ
り
、
随
時
対

応
し
て
い
る
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
県
の
護
岸
工
事

や
、
上
流
部
分
の
工
事
を
同
時
発
注
す

る
と
、
工
事
が
競
合
し
、
通
行
で
き
な

く
な
る
の
で
、
宇
川
の
野
口
の
道
路
災

害
は
３
月
に
発
注
、
平
花
田
の
道
路
災

害
は
４
月
に
発
注
。
こ
れ
は
あ
え
て
遅

ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

工
事
の
運
営
上
ど
う
し
て
も
調
整
は
必

要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

防
災
計
画
の
見
直
し
を

答　

齊
藤
町
長

　

特
に
一
次
産
業
に
お
い
て
、
大
き
な

災
害
も
起
き
、
関
係
機
関
と
農
協
を
通

じ
て
支
援
を
し
て
き
た
。
防
災
計
画
の

見
直
し
を
現
在
し
て
お
り
、
防
災
会
議

に
か
け
た
後
、
議
会
へ
も
説
明
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
他
に
行
っ
た
質
問　　
　

　

介
護
報
酬
に
関
す
る
質
問
を
行
っ

た
。　

山中　　茂　議員
１１号台風の災害復旧の
状況と見通しは
１日も早い全体復旧を目指す／地域振興課長
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学
校
教
育
に
つ
い
て

問　

最
近
川
崎
市
に
お
い
て
中
学
生
が

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が

あ
っ
た
。
当
町
の
小
中
学
校
に
お
い
て

不
登
校
や
い
じ
め
等
の
事
例
は
な
い

か
。
あ
る
場
合
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

努
め
て
い
る

答　

竹
﨑
教
育
長

　

不
登
校
・
い
じ
め
・
生
徒
指
導
上
の
諸

問
題
に
つ
い
て
は
毎
年
度
、
児
童
生
徒

の
問
題
行
動
等
、
生
徒
指
導
上
の
諸
問

題
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
本

年
度　

月
末
現
在
で
は
、　

日
以
上
の

１２

２０

長
期
欠
席
等
の
児
童
・
生
徒
数
は
小
学

校
７
人
、
中
学
校
９
人
と
な
っ
て
い

る
。
い
じ
め
の
認
知
件
数
に
つ
い
て
は

小
学
校
１
件
、
中
学
校
１
件
。
長
期
欠

席
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
、
校
内
支

援
委
員
会
で
の
支
援
の
検
討
・
専
門
機

関
へ
の
紹
介
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
面
談
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
い
じ
め
は
学
校
生
活
に
お
け
る
人

間
関
係
に
起
因
す
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で

あ
り
、
日
頃
、
子
ど
も
を
見
守
る
教
職

員
の
目
が
い
じ
め
の
予
防
・
早
期
発
見

に
極
め
て
重
要
と
考
え
、
日
頃
の
児

童
・
生
徒
の
見
守
り
の
他
、
い
じ
め
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
小
中
学
校

で
年
２
回
実
施
）、
Ｑ
Ｕ
調
査
（
学
級
満

足
度
調
査
）を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
よ
り

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

個
別
指
導
と
し
て
は
当
該
児
童
・
生
徒

へ
の
指
導
、
保
護
者
と
の
話
し
合
い
、

被
害
児
童
・
生
徒
の
ケ
ア
、
全
体
指
導

と
し
て
は
、
道
徳
や
学
級
活
動
、
児
童

会
生
徒
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
・

行
事
を
通
じ
て
人
権
尊
重
に
つ
い
て
、

指
導
を
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
は
ど
ん
な
学
校
・
学
年
で
も

起
こ
り
う
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
奈

半
利
町
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
、
学

校
に
お
け
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
現

在
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
関
係
機

関
・
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、い
じ
め
の
な

い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

震
災
対
策
に
つ
い
て

問　

地
震
対
策
と
し
て
避
難
タ
ワ
ー
の

整
備
等
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、

現
在
も
様
々
な
防
災
対
策
が
な
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
で

十
分
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
電
柱

の
倒
壊
等
に
よ
り
電
線
が
避
難
路
を
遮

る
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
電
線
の

地
中
化
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

様
々
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

答　

太
田
総
務
課
長

　

当
町
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
を

町
行
政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置

付
け
、
逃
げ
る
場
所
の
整
備
を
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
想
定
さ
れ
る
津
波
浸
水
区
域

の
津
波
避
難
計
画
を
策
定
、
避
難
困
難

者
数
を
洗
い
出
し
、
現
在
ま
で
に
一
時

避
難
所
と
し
て
、
本
年
３
月
末
完
成
予

定
の
２
基
を
含
め
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

５
基
、ま
た
、屋
上
と
外
付
け
階
段
を
整

備
し
た
避
難
ビ
ル
８
棟
が
完
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
台
へ
の
避
難
路
整
備
に

つ
い
て
も
、
自
主
防
災
組
織
と
協
議
を

重
ね
、
順
次
整
備
を
進
め
て
お
り
、
町

内
の
主
な
避
難
路
に
ソ
ー
ラ
ー
方
式
の

津
波
避
難
誘
導
灯
の
整
備
を
行
っ
た
。

来
年
度
に
は
、
樋
ノ
口
地
区
に
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
建
設
を
予
定
。
こ
れ
に
よ

り
、
計
画
上
の
避
難
困
難
区
域
は
一
定

解
消
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
は
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
避
難

者
数
・
避
難
所
の
位
置
等
を
さ
ら
に
精

査
し
、
必
要
で
あ
る
場
合
は
財
政
状
況

等
を
考
慮
し
な
が
ら
建
設
や
建
設
時
期

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

避
難
路
整
備
は
、
現
在
計
画
し
て
い

る
各
避
難
路
を
早
急
に
整
備
す
る
と
と

も
に
、
津
波
避
難
誘
導
灯
に
つ
い
て

も
、
今
後
要
望
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
津
波
避
難
計
画
等
に
基
づ
き
、
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

奈
半
利
港
開
港
部
分
へ
の
内
堤
防
建

設
も
本
年
度
着
手
、
来
年
度
か
ら
は
愛

光
園
周
辺
の
高
台
に
防
災
拠
点
施
設
や

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
建
設
、
認
定
こ
ど
も
園

の
移
転
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

今
後
は
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る
防
災
対

策
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て

お
り
、
本
年
度
中
に
改
定
予
定
の
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
様
が

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
行
動
で
き

る
よ
う
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
実
践
的
な
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

震
災
に
強
い
人
づ
く
り
を
進
め
、
国
・

県
と
連
携
し
、
地
震
か
ら
命
を
守
る
対

策
、
助
か
っ
た
命
を
つ
な
ぐ
対
策
、
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

電
柱
の
耐
震
化
に
力
を
注
い
で
い
る

答　

齊
藤
町
長

　

電
線
の
地
中
化
を
実
現
で
き
れ
ば
景

観
や
防
災
面
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を

期
待
で
き
る
。し
か
し
、膨
大
な
経
費
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
電
柱
の
耐
震
化

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

大西　洋三　議員
震災対策は十分か

様 な々対策に取り組みたい／総務課長
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ご存じですか？平成２7年度間伐事業等の支援制度ご存じですか？平成２7年度間伐事業等の支援制度ご存じですか？平成２7年度間伐事業等の支援制度ご存じですか？平成２7年度間伐事業等の支援制度ご存じですか？平成２7年度間伐事業等の支援制度
県からのお知らせ森林所有者のみなさまへ

　お問い合わせ先　　　高知県　林業振興・環境部　木材増産推進課（間伐担当）　　☎088－821－4602
　　　　　　　　　　安芸林業事務所　　　☎0887－34－1181　　中央東林業事務所　☎0887－53－0655
　　　　　　　　　　嶺北林業振興事務所　☎0887－82－0162　　中央西林業事務所　☎088－893－3612
　　　　　　　　　　須崎林業事務所　　　☎0889－42－2371　　幡多林業事務所　　☎0880－35－5977
　　　　　　　　　　■もしくは、お近くの市町村、森林組合までお問い合わせください。

　自分で自分の山を手入れする場合の補助事業（自伐林家等を含む。）　
●緊急間伐総合支援事業（県事業）　下表以外に…路網整備（５００～１，５００円／ｍ）など

補助率補助要件等伐採率事業規模事業名対象林齢作業種

定額　８０，０００円／ｈａ
保安林または市町村森林整備計画
に規定する公益的機能が高い森林
で集約化が困難な森林３０％０．１ｈａ以上／施行地

公益林保全整備事業（保育間伐）１１～６０年生
間伐

定額　１８３，０００円／ｈａ国庫補助事業の対象とならない
森林森林整備支援事業（搬出間伐）３１～６０年生

●森林資源再生支援事業（県事業）…造林事業への嵩上げ
補助率補助要件等作業種

22%以内
（造林補助率68%の場合は、合わせて
90%となる）

造林補助事業で採択された人工造林及び附帯施設等整備（鳥獣害防止施設等整備）、下
刈り（隔年）とする。
ただし、シカ被害防護施設については、再造林と一体的に実施するものとする。

再　造　林
シカ被害防護施設
下刈り（隔年）

再造林及び被害防護施設再造林及び被害防護施設等に対する支援制度に対する支援制度再造林及び被害防護施設等に対する支援制度再造林及び被害防護施設等に対する支援制度再造林及び被害防護施設等に対する支援制度

●みどりの環境整備支援交付金（県事業）…造林事業への嵩上げ（造林事業と合計で概ね９０％相当）
補助率補助要件等事業内容対象林齢作業種

定額　５４，０００円／ｈａ

造林事業で採択された除伐及び保育間伐
（Ａ・Ｂ・Ｃ）とする。

除伐：不用木の除去（森林環境保全直接支援事業）１１～２５年生除伐

定額　３５，０００円／ｈａ保育間伐Ａ：不用木の除去、不良木の淘汰（森林環境保全直接
支援事業）１１～３５年生

保育
間伐 定額　３０，０００円／ｈａ保育間伐Ｂ：伐採木の平均胸高直径が１８㎝ 未満の不用木の除

去、不良木の淘汰（森林環境保全直接支援事業）１１～４５年生

定額　２３，０００円／ｈａ保育間伐Ｃ：不用木の除去、不良木の淘汰（環境林整備事業）１１～４５年生

●森林整備加速化事業（未利用間伐材利用促進対策）（国庫事業）　下表以外の作業種…路網整備
補助率補助要件等伐採率事業規模事業内容対象林齢作業種

２３６千円／
ha以内

①県及び地域協議会の構成員のうち、市町村、森林
所有者、森林組合等、森林法施行令第１１条に定める
特定非営利活動法人等、森林経営計画認定者等、特
定間伐促進計画の事業主体に位置付けられた者並
びに知事が認める者
②同一林班または区域内に森林経営計画が作成さ
れている場合は、翌年度末までに本事業での施行
箇所を経営計画対象森林とすること。

３０％
０．１ha以上／施行地
事業を実施する１施行地の搬出材積
が１㎥／ha以上

不用木の除去、不良木
の淘汰、搬出集積

７齢級以下（伐採
木の平均胸高直
径が１８㎝ 未満や搬
出材積が造林事
業の県平均以下
の場合等につい
ては林齢制限な
し）

搬出間伐

　施業を集約化し、間伐等を行う場合の補助事業　
●造林事業（国庫事業）　下表以外の作業種…再造林、鳥獣害防止施設、下刈、森林作業道等

補助率補助要件等伐採率事業規模事業内容対象林齢作業種区分

６８％

下記の①、②、③のいずれかに該当し
ていること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②森林施業計画の認定を受けた者。
③特措法に基づく特定間伐促進計画の
事業主体に位置付けられた者。

・②については、残計画期間に限る。

規定無０．１ha以上／施行地不用木の除去、不良木
の淘汰

～２５年生
（除伐）

除
伐

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

３０％

０．１ha以上／施行地

Ａ：不用木の除去、不
良木の淘汰

Ｂ：伐採木の平均胸高
直径が１８㎝ 未満の
不用木の除去、不良
木の淘汰

Ａ：～３５年生
（保育間伐Ａ）
Ｂ：林齢制限
なし
（保育間伐Ｂ）

保
育
間
伐

下記の①、②、③のいずれかに該当して
いること。
①森林経営計画の認定を受けた者。
②森林施業計画の認定を受けた者、か
つ集約化実施計画の対象森林。
③特措法に基づく特定間伐促進計画の
事業主体に位置付けられた者、かつ
集約化実施計画の対象森林。
・②については、残計画期間に限る。
・いずれも事前計画の提出が必要。（森
林作業道の計画を含む）

０．１ha以上／施行地

①森林経営計画に基づく場合
森林経営計画ごとに間伐・更新伐の
施行地面積の合計が５ha以上で平均
搬出材積が１０㎥ 以上

②森林施業計画または特定間伐等促進
計画に基づく場合　
集約化実施計画ごとに間伐・更新伐
のそれぞれにおいて施行地面積の合
計が５ha以上で平均搬出材積が１０㎥
 ／ha以上

不用木の除去、不良木
の淘汰、搬出集積

～６０年生
※森林経営計
画に基づく場
合は標準伐期
齢の２倍以下
の林齢

搬
出
間
伐

不用木の除去、不良木
の淘汰、支障木やあば
れ木等の伐倒、搬出集
積

～９０年生
更
新
伐

保安林また
は市町村森
林 整 備 計
画に規定す
る公益的機
能が高い森
林（７２％）

その他
（３６％）

下記の①、②のいずれかに該当していること。
①県・市町村（ただし、事業主体が自ら所有す
る森林以外で森林所有者と締結した場合、ま
たは寄付や分収契約解除等により公有林化し
た森林で実施した場合に限る。）
②森林整備法人、森林組合、森林法施行令第
１１条に定める特定非営利活動法人等（ただし、
事業主体が自ら所有する森林で実施すること
を除くこととし、地方公共団体及び森林所有
者と協定を締結した場合に限る。）

０．１ha以上／施行地不用木の除去、不良木
の淘汰

Ｃ：～６０年生
（保育間伐Ｃ）

間　

伐

環
境
林
整
備
事
業

注意！：上記の事業を実施した場合には転用制限期間（５年または１０年）がありますので、山林を開発、転売、皆伐
などを計画する場合は、必ず下記の問い合わせ先へ連絡してください。

みどりの環境整備支援交付金と
公益林保全整備事業には、みな
さまからお預かりした森林環境
税が活用されています。

NEW

NEW
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～新しい生活がスタートしました～「ようちえん・ほいくしょはたのしいな♪」

～参観日～「お母さんやお父さんと一緒に作って嬉しかったよ！」

　認定こども園なはりでは、幼稚園・保育所ともに４月
から新しい生活がスタートしました。
　保育所の子どもたちは、先生や友達と一緒におも
ちゃで遊んだりしながら、少しずつ生活に慣れていると
ころです。幼稚園の子どもたちも、園の生活に慣れてき
て友達と仲良く遊んでいます。年長組（さくら組）が年
少組（たんぽぽ組）の子どもたちに優しくかかわってい
る姿も見られます。
　これからも子どもたちが安心して過ごせる環境を大
切にし、より良い育ちができるように援助していきたい
と思いますので、どうかよろしくお願いします。

　４月１５日（水）に親子参観日がありました。クラス別に制作など行い、一緒に絵を描いたり物をつくったりし
て和やかな時間を過ごしました。子どもたちの園での様子を見てもらいながら、成長を感じる機会になったと
思います。

お兄ちゃんに
なんでも聞いてね！

お母さんとチューリップ作ったよ(^_^)v もうちょっとで完成！
頑張れ！！

幼稚園のお兄ちゃんは
優しいな（^ －^ ）

ブランコ楽しいーー！！
一緒に遊ぼう♪

仲良く
なれるかな？
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～奈半利中学校職場体験～「お兄ちゃん・お姉ちゃんが来てくれて嬉しいな！」

～おたのしみタイム～「いつも絵本を読んでくれてありがとう！」

～お誕生日会～「みんなでおめでとう♪」

　４月２２日（水）から２４日（金）まで奈半利中学校３年生４人（幼稚園に１人・保育所に３人）の職場体験があり
ました。子どもたちは、中学生のお兄ちゃん・お姉ちゃんが来るということで大喜び！！一緒にままごとをしたり
追いかけごっこをしたりと楽しそうでした！

　幼稚園では毎月第２金曜日に、毎回２～
３人の読み聞かせのボランティアの方々
が、園にない大型絵本や紙芝居を読み聞
かせに来てくれています。テレビやＤＶＤ
の視聴時間が多い中、絵本は子どもたち
の言葉を豊かに育むとともに豊かな感性
や想像力を培う貴重な経験になっていま
す。毎回楽しみにし、絵本の世界にひきこ
まれている子どもたちです。

　幼稚園・保育所では毎月合同でお誕生日会を行い、家庭の方も参加して、誕生月のお友達をみんなでお祝
いしています。子どもたちは、自分の好きな物を言ったりお家の方からのあたたかいメッセージを頂いたりし
て、嬉しそうです。毎回先生の出し物には、子どもたちも楽しみにしています。

ジャンケンポン！
今から鬼ごっこです

ちゃんと飲んでくれるかな！？

みんな真剣に聞いています！

少し恥ずかしいかな！？
自分の名前を堂々と
言っています！
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Vol.25

　３年生２６人が、４月２２～２４日の３日間、
職場体験学習をしました。２年生の３学期か
ら、事前学習や打ち合わせを積み、３日間の
貴重な「働く」体験をしました。
　各事業所の皆様には、大変お世話になりま
した。ありがとうございました。

修学旅行の地場産品販売研修　
奈半利をアピール！

2年生

３年生３年生
　職業体験学習　職業体験学習
３年生
　職業体験学習

4
 22

  WED
 24

  FRI

中芸消防

奈半利保育所

イタリア食堂トンノ

奈半利幼稚園
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「こだわり商店」

店長の安井さん

です。

早稲田商店街の

活性化に力を入

れています。

自分たちで飛行機に乗せ、大事に

運んできた荷物を、開封します。

午後３時に

開店準備終

了！全部売れ

るまで帰れな

いとか？
試食だけでもどうぞ！と、声も徐

々に大きくなってきて…

どう言ったら買ってくれそうかな…

最後に奈半利味噌を買ってくださっ

たお客様。ありがとうございます。

５時に完売！

やった～

　２年生１７人が、３泊４日の修学
旅行で、奈半利の地域産品の販
売研修に取り組みました。仕入
れ、売値、運搬をどうするかな
ど、たくさんの事前取り組みを
含め大変貴重な体験をすること
ができました。
　早稲田商店街の「こだわり商
店」さんにお世話になり、午後３
時から奈半利のフルーツトマト、
ナス、ピーマン、ミョウガ、いちじ
くゼリー、いちじくタルト、奈半
利味噌、ソーセージの販売を始
めました。はじめは、人通りも少
なく、生徒たちもどのように道
行く人を呼び止めていいかも分
からず、どうなることか…と心
配になっていましたが、徐々に声
も大きく、売り込み方も上手に
なり、５時には全商品が完売にな
りました。
　生徒たちも、この体験で一段
と成長したように思います。協
力してくださった生産者の方々
をはじめ多くの方に大変お世話
になりました。ありがとうござい
ました。

修学旅行の地場産品販売研修　修学旅行の地場産品販売研修　
奈半利をアピール！奈半利をアピール！
修学旅行の地場産品販売研修
奈半利をアピール！

2年生2年生2年生

３年生
　職業体験学習

4
 17

  FRI
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●お問い合わせ先　高知家の出会い・結婚・子育て応援コーナー
ＴＥＬ：088－821－8080　ＦＡＸ：088－821－8100
E-mail：kochike.ouen@pony.ocn.ne.jp

婚活イベントでの独身者を支援するボランティア募集！！婚活イベントでの独身者を支援するボランティア募集！！婚活イベントでの独身者を支援するボランティア募集！！
　結婚を希望する独身者が参加するイベントで、独身者の出会いを交際・結婚へとつ
なげるボランティア「カップルサポーター」を募集します。
　「高知で恋しよ！！応援サイト」に掲載しました出会いのイベントでは26年度に
250組を超えるカップルが誕生しています。このイベント等において独身者のサポー
トをするボランティア（カップルサポーター）を募集します。説明会及び養成講座を開
催しますので興味のある方はメール、ＦＡＸ、電話でお申し込みください。

申込締切
６月11日(木)
申込締切
６月11日(木)

6/14（日）   9：00～12：00 高知共済会館　3Ｆ　桜（高知市本町５丁目3-20）
6/15（月） 18：00～21：00 高知共済会館　4Ｆ　浜木綿（高知市本町５丁目3-20）
6/17（水） 13：30～16：30 安芸市民会館　2Ｆ　4号室（安芸市矢ノ丸３丁目12）
6/17（水） 18：00～21：00 安芸市民会館　2Ｆ　4号室（安芸市矢ノ丸３丁目12）
6/23（火） 13：30～16：30 四万十市中央公民館　2Ｆ研修室Ⅰ（四万十市右山五月町8-22）
6/23（火） 18：00～21：00 四万十市中央公民館　2Ｆ研修室Ⅰ（四万十市右山五月町8-22）

日 場　　所時　　間

　放送大学では、平成27年度第2学期(10月入学)の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送や、インターネットを利用して授業を行う通信制の
大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅
広い世代、職業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。
　　○15歳以上の方なら、1科目から学習する選科履修生・科目履修生として入学できます。
　　○18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、学力試験はなく、全科履修生として入学でき、4年以上在学

して124単位以上を修得し、卒業すると、学士（教養）の学位を取得できます。
　　○ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大学エキスパート」を実施しています。
　資料を無料で差し上げています。お気軽にご請求ください。放送大学ホームページでも受け付けております。

放送大学　１０月生募集のお知らせ放送大学　１０月生募集のお知らせ放送大学　１０月生募集のお知らせ

●資料請求先　　放送大学高知学習センター　　TEL　088－843－4864

出願期間
第1回=8月31日まで
第2回＝9月20日まで

●申請及びお問い合わせ先　　県庁鳥獣対策課　　ＴＥＬ  088－823－9042

狩猟免許試験のご案内狩猟免許試験のご案内狩猟免許試験のご案内 以下のとおり狩猟免許試験が実施されます。

　シカやイノシシなど
の被害にお困りの農林
業の皆様をはじめ、た
くさんの方の受験をお
待ちしております。

■受験料　初心者：5,200円　一部免除者：3,900円
■申請書配布場所　県庁鳥獣対策課、中芸猟友会、奈半利町役場地域振興課
■申請方法　各試験日の締切日まで必着するよう持参または郵送
■その他　（一社）高知県猟友会（TEL 088－856－6641）主催の予備講習会があります。

 試験日 試験を実施する 締め切り 　　　会　場   免許の種類    　
6月20日（土曜日） 第一種猟銃 
午前10時から 第二種猟銃 6月11日 田野町ふれあいセンター
6月21日（日曜日） わな猟 （木曜日） 安芸郡田野町1456-42
午前10時から
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図
書
新
聞
５月号

奈
半
利
町
民
会
館
図
書
室　

奈
半
利
町
乙
１
２
９
７
̶
２

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ　

９
時
〜
17
時

　

月
曜
日
と
木
曜
日
は
12
時
〜
13
時
も
開
け
ま
す
の
で
、お
昼
休
み
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

月
・
木
以
外
は
お
昼
の
１
時
間
が
閉
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

町
民
会
館
図
書
室
で
は
皆
様
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
気
に
な
る
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
優
先

的
に
入
庫
い
た
し
ま
す
。

　

図
書
室
前
に
廃
棄
本
を
陳
列
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
は
持
ち
帰
り
自
由
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

５
・６
月
の
特
集
は「
ド
ラ
マ
を
読
む
！
」と

題
し
て
、こ
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ド
ラ

マ
や
、映
画
に
な
っ
た
本
を
特
集
展
示
し
ま
す
。

見
逃
し
て
し
ま
っ
た
ド
ラ
マ
や
映
画
が
あ
る
方

や
、先
に
結
末
が
知
り
た
い
！
と
い
う
方
に
お

す
す
め
で
す
。新
刊
は
奇
数
月
ご
と
に
入
庫
す

る
予
定
で
す
。こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
も
や
っ

て
き
ま
す
が
、雨
の
日
こ
そ
お
う
ち
で
読
書
日

和
！
い
か
が
で
す
か
？ 

　
　

ド
ラ
マ

「
よ
う
こ
そ
、わ
が
家
へ
」 

池
井
戸
潤　

著

「
書
店
ガ
ー
ル
」 

碧
野
圭　

著

「
64（
ロ
ク
ヨ
ン
）」 

横
山
秀
夫　

著

「
ド
Ｓ
刑
事
」 

七
尾
与
史　

著

「
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
」 

ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス　

著

「
猫
侍
」 

大
月
小
夜　

著

「
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ　

Ｄ
ｒ
．倫
太
郎
」 

清
心
海　

著

   　

映
画

「
く
ち
び
る
に
歌
を
」　 

　
　

百
瀬
し
の
ぶ　

著

「
ス
ト
ロ
ボ
・
エ
ッ
ジ
」 

咲
坂
伊
緒　

著

「
暗
殺
教
室
」 

松
井
優
征　

著

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」 

さ
だ
ま
さ
し　

著

な
ど
な
ど

　

日
本
の
伝
統
的
な
学
習

環
境・生
活
環
境
が
今
も

残
っ
て
い
る
秋
田
の
子
ど
も

た
ち
は
、全
国
と
比
べ
て
塾

に
通
っ
て
い
る
割
合
が
少
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、学
力

は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。そ

こ
か
ら
学
ぶ
、子
ど
も
を
賢

く
元
気
に
育
て
る
秘
訣
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
な
ん
と
、今
年
の

7
月
24
日
金
曜
日
に
、著
者

の
浦
野
先
生
が
、奈
半
利
町

に
て
講
演
を
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！（
奈

半
利
町
教
育
研
究
大
会
）

　

そ
れ
ま
で
に
読
ん
で
お
き

た
い
1
冊
で
す
ね
！

リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
！

キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
実
施
中
！

廃
棄
本
を
陳
列

「
秋
田
の
子
供
は

　
　

な
ぜ
塾
に
行
か
ず
に
成
績
が
い
い
の
か
」

　
　
　

浦
野
弘 

著（
講
談
社
2
0
0
9
年
6
月
発
売
）

★
本
屋
大
賞 「
鹿
の
王
」

２
位　
「
サ
ラ
バ
!
」

３
位　
「
ハ
ケ
ン
ア
ニメ
!
」　

４
位　
「
本
屋
さ
ん
の
ダ
イ
ア
ナ
」

５
位　
「
土
漠
の
花
」

６
位　
「
怒
り
」　

７
位　
「
満
願
」

８
位　
「
キ
ャ
プ
テ
ン
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
」

９
位　
「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナハト
ムジ
ー
ク
」

10
位　
「
億
男
」

　

皆
さ
ん
の
予
想
と
比
べ
て
、ど

う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。ど
れ
も

素
晴
ら
し
い
本
で
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
、午
前
１０
時
か
ら

２
時
間
は「
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
」と
題

し
て
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
連
れ
を
対
象
に
図
書
室
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

　

飛
び
出
す
絵
本
や
車
の
絵
本

な
ど
を
見
な
が
ら
、お
子
さ
ん
と一

緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
室
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特
集 「
ド
ラ
マ
を
読
む
！
」

特
集 「
ド
ラ
マ
を
読
む
！
」

としょさんおすすめ本！ 2
0
1
5
年
★
本
屋
大
賞
結
果
発
表
★
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即
入
院
の
妻
の
よ
う
だい気
に
し
つつ

家
事
につか
れ
て　
あ
り
が
た
さ
知
る

 

仙
頭
夘
市

風
花
の　
舞
う
道
行
け
ば　
若
き
日
の

　
思い出
あ
ふ
れ　
寂
し
さ
の
増
す

 

手
嶋
和
子

同
時
代　
流
れ
た　
 
演
歌 　
聞
き
な
が
ら

う

た

昭
和
も
遠
く　
過
ぎ
去って
行
く

 

島
村　

昭

 
玻
璃
工
房　
出
づ
れ
ば
春
の　
し
ぐ
れ
か
な 
セ
ツ
子

あ
り
な
し
の　
風
に
も
散
り
て　
夕
桜 
い
さ
み

新
旧
の　
ま
ざ
る
家
並
や　
徒
遍
路 

い
く
よ

終
点
の　
駅
ま
で
眠
る　
花
見
客 

つ
ね
子

下
校
の
子　
桜
吹
雪
が　
追って
ゆ
く 
と
し
子

鮮
や
か
に　
咲
き
み
ち
み
ち
て　
初
夏
の
風 
さ
ち
子

「
前
号
の
訂
正
」

寒
空
に　
鳥
毛
ひ
ね
り
や　
拍
手
湧
く 
つ
ね
子

　 　
　
　

那
波
の
会
は
今
回
お
休
み
で
す
。

　個人県民税（均等割年額）には、森林環境税５００円が含まれて
います。
　森林環境税は、「森林環境の保全」のための事業や「県民参加
の森づくり」を進めるための事業等に活用されます。

お問い合わせ先

税に関するお問い合わせ先：高知県総務部税務課　☎088-823-9308
使途に関するお問い合わせ先：高知県林業振興・環境部
　　　　　　　　　　　　　　林業環境政策課　☎088-821-4586

森林環境税について森林環境税について森林環境税について

 

　

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
よ
ろ
こ
び

氏　

名

 
田  
邊 　
 
颯  
真  

Ｈ　

・
４
・　
 

男 

憲
一 

美
雪 

法
恩
寺

た 

な
べ 

そ
う 

ま

２７

２９

生
年
月
日

性
別

父

母

地
区
名

 

 

★
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み

氏　

名

下
久
保
須
美 

Ｈ　

・
４
・
１ 

女 

　
 

中　

里

２７

１００

松
村
知
勢
子 

Ｈ　

・
４
・
６ 

女 

　
 

法
恩
寺

２７

８９

山
中　
 

美 

Ｈ　

・
４
・
５ 
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大　

原

２７

９４

安
岡　

豊
子 

Ｈ　

・
４
・
４ 
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須　

川

２７

８８

濵
窪　

延
子 

Ｈ　

・
４
・
３ 

女 

　
 

東　

町

２７

８２

大
寺　

武
志 

Ｈ　

・
４
・
４ 

男 

　
 

横　

町

２７

８７

横
関　

正
江 

Ｈ　

・
４
・
８ 
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下
長
田

２７

８６

田
村　

善
一 

Ｈ　

・
４
・　
 

男 

　
 

横　

町

２７

２３

５８

田
中　

三
男 

Ｈ　

・
４
・　
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宇　

川

２７

２１

８７

横
山　

幹
雄 

Ｈ　

・
４
・　
 

男 

　
 

六　

区

２７

２１

７２

高
松　

榮
子 

Ｈ　

・
４
・　
 

女 

　
 

平

２７

２６

９１

坂
本
雄
次
郎 

Ｈ　

・
５
・
２ 

男 

　
 

上
長
田

２７

９０

吉
岡
三
重
子 

Ｈ　

・
５
・
６ 

女 

　
 

横　

町

２７

８８

門
脇　

清
子 

Ｈ　
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５
・
８ 
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平　

松

２７

８７

菊

死
亡
年
月
日

性
別

年
齢

地
区
名



滑　なはり広報　No.30027

　私はアメリカに生まれ育ちましたが、私の両親はイ
ンドからアメリカへ移住しました。日本の方にそのこと
を話すと、よく「家でカレーを食べますか？」とか「日本
のカレーもおいしいと思いますか？」などとよく質問
されます。何回聞かれても、答えに少し困っています。
何故かと言うと、インドと南アジアには「カレー」とい
う食べ物はないからです！
 
　日本と他の外国では、「カレー」は「水と特定の香辛
料をブレンドした料理」を意味しますが、インドや南ア
ジアではだいたい「タレがある料理」という意味を持
っています。南アジアは多民族でかつ料理の多様性が
あり、「カレー」という一つの香辛料ブレンドや食べ物
は存在していません。さらに、日本と外国のスーパーで
販売されている「カレー粉」はインドやインド人には使
われていません。では、この「カレー」という言葉の由
来は一体何でしょうか？

　１８世紀半ばから１９４７年まで、南アジア(インド、
パキスタン、バングラデシュ、ミャンマー、スリランカ）
はイギリスに植民地化されました。でも、イギリス人の
前に、貿易関係を求めて他のヨーロッパ人がインド亜
大陸に上陸していました。１６世紀にポルトガル人が
インドの南の地方に来て、そこの料理を初めて体験し
ました。インドの南の地方の一つの言語、タミル語に
“kari”（カリー）という言葉があります。その言葉の意
味は「ある種類のタレやソース」です。それを聞いたポ
ルトガル人がその言葉をいろいろなインド料理に当て
はめていきました。後にイギリス人がその言葉を英語
化して、“curry” ( 日本語でカレー ) という言葉が生

まれてきました。現在まで人気がある「カレー粉」
（curry powder）は、その時代のイギリス人が感じた
「インドっぽい味」の香辛料ブレンドです。現在のイン
ド人は「カレー」という言葉をほとんど使っていませ
ん。インドカレーというものは存在していないので、日
本のカレーとは比べることができません。

　奈半利町の町民にインドの家庭料理のことを知っ
てほしかったので、３月１４日にインド料理教室を開催
させていただきました。北川村と田野町の国際交流員
にも参加していただきました。「インド料理は香辛料
が多くて難しそう」と作ることをためらう人が多いと
思いますが、実は簡単なものもたくさんあります。今
回は「アルー・パラタ」（ジャガイモ詰めパン）と「チャ
イ」（香辛料入りミルク紅茶）を作りました。町のスーパ
ーでも売っている材料を使いたかったので、私は初め
てカレー粉を使ってみました！自分で料理する時は調
整しながら香辛料を一つずつ入れていきますが、イン
ド料理の初心者にとってはカレー粉の方が少し便利
だと思います。しかしながら、やはりインド人の私にと
っては味が薄く感じました。それでも、参加者の皆さ
んがおいしいと言ってくださって良かったです。そして
初めてだったのに、参加していただいた皆さんの多く
が、驚くほど上手にパンを作っていました！あとで料
理教室の写真を両親に見せたら、とても感心していま
した。

　これからもレストランではなかなか見られない本格
的なインド料理を、ぜひ奈半利町の皆さんに紹介した
いと思います。

　３月１４日、インド料理教室を開催させていただき
ました。初めての料理教室でしたのでいろいろと緊
張しましたが、参加者にとても楽しんでいただいて嬉
しかったです。参加していただいた皆さん、ありがと
うございました。



こんに
ちは

材料（４人分）

米 ２合

水 適量

スキムミルク 大さじ４

桜海老 ８ｇ

塩 小さじ1/4

白ごま 小さじ１

万能ねぎ ２本（８ｇ）

作り方
①米は手早く洗い、水に溶かし

たスキムミルクを加え、炊飯器

の目盛りに合わせて水を入れ

る。桜海老は熱したフライパ

ンでこがさないようにさっと煎り、炊飯器に入れて炊

く。

②炊き上がったら、ざっくりと混ぜ、器に盛り付ける。

塩をふり、白ごま、小口ねぎにした万能ねぎを散らす。

エネルギー：301kcal　カルシウム：124ｍｇ　食塩相当量：0.4ｇ

簡単料理の紹介   作ってみませんか！
桜海老の炊き込みご飯

スキムミルクと桜海老の効果でカルシウム
を強化した主食です！！

内閣府発行　食育促進のための「食育ガイド」より抜粋
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